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 口腔内の代表的な細菌である S. muta爲, Neisseria, S. saiivari総 の歯垢形成能を調べる目的
 で, まず invitro での菌増殖』 ガラス壁付着性, 落体凝集能などについて検索し, これらに対す
 る蘇糖, ブ ドウ糖, 果糖などの影響を観察した。 つぎに無菌マウスを用いてこれらの菌でそれぞ
 れ単一感染モデルを作製 し, 種々の糖の歯垢 形成におよぼす影響を 歯垢量の 測定と歯垢中の生菌
 数を湖定することにより検索し, 次の結果を得た。
 i). S. 憩utans, Neisserね, S. salivar三us のいずれも糖を含まない培地ではほとんど増殖を示さ
 なかった。 しかしいずれかの糖を添加することによって増殖した。 その増殖歯数においては添加
 した糖種の間で差異を認めなかった0
 2). TY培地中における各種糖添加時のガラス壁付着性では, S, mutans 短gbr豊tt 株N型を除き
 蘇糖添加時に・明 らかな付着を示 した。 中でも S. mutans PK4株の付着が最も著しかった。 果糖添
 熊では, S. salivar量us 株で若干の付着を示した。 ブ ドウ糖添加では, どの菌株も付着を示さなか
 った。 菌体凝集能試験では, 蘇糖添加時にいずれの菌株においても凝集を示した。 ブドウ糖ある
 いは果糖添加 では凝集は観察されなかっ牟。
 3). S. 瑚utans PK-i株単一感染において50弩蔗糖添加金餌で飼育した群 (GfOup4) の4週, 8
 週の歯面付着物染色指数は, 他のすべての群より, 明らかに高い値を示した。 飼育期間ごとの染
 色指数をみると, 2週では平均7. 3, 4週では平均26、 1, 8週では平均59.2と接種後の飼育期間が
 長くなるにつれて高い値を示 した。 50%ブ ドウ糖添加食餌あるいは 50%果糖添加食餌で飼育 した
 群では, 50%蘇糖添加食餌で飼育した群より著しく低い染色指数が得 られた。
 4). S. mutaps 102-2株あるいは S.sa圭ivariRS 株単一感染群では, 蔗糖添加群と非添加群との
 間で染色指数に差が認め られなかった。
 5). S. m磁aas 102-2 株あるいは S. salivarus 株単一感染群では, S. 懲αtans PK-1 株単一感染
 群に比較 して著しく低い染色指数を示 した。
 6). 蔗糖添舶食餌を与えた雰感染群では, F1 を与えた群に比較してその染色指数に差異は認め
 られなかった0
 7). 歯垢中の生菌数を測定試料ig当たりの生菌数で求めると, S. 憩utans PK4 株単一感染群
 では藤糖添加群で 1. 0× 104～3. 1× 10マ, ブ ドウ 糖添加群で 8, 8× 104～3. 7× iO6, 果糖添加群で i。 O×
 iO5～2.4×董06といずれもほぼ同程度の値を示した。 S. mutans 工02-2株では, F1食餌群の4週と8
 週の1例に103-1ぴの菌を検娼でぎたが, そのほかのマウスでは, 蘇糖添舶群を盒めて全例が測定限
 罫値以下であった。 従って, S. mata爲 io2-2株は, 本無菌マウスには定著し難いものと思われた。
 以上のごとく, ICR:JCL 系無菌マウスに S. mutans PK-1 株の一回接種により単一感染させ
 た系を作製 し, 食餌に添加 した蔗糖に蟹存する 歯垢形成を定量的に観察でぎる方法を確立 した。
 今回調べた菌による歯垢形成に対し蕪糖が関与する様相は, invitro におけるガラス壁付着性と関































































































 本論文は歯振形成に対 して 鶏腔微生物の特性, 食餌中の糖な どがどのように 関与するかについ
 て無菌マウスを用いて詳細に検討 したものであ る。
 う蝕および歯周疾患の主たる原因である歯垢付着に関 して 無菌動物を篤いる実験は購に Jordan
 等 (1964年) 以来多くの報皆がなされているけれども歯垢形成の量的な面についてはほとんど言
 及されていない。
 本論文ではまず菌株として生物学的性状の異る種々の S. 1nuね爲 株 (PK-1株, ⑳2-2株, GS
 5株, HS6株, 1簸gbritt 株磁型, N型) と Neissria Ne-15株, S. sai圭varius を選び, これらの
 inv搬。 におけるガラス壁付着性と凝集能について調べている。 TY 培地中に各種糖を添加 した時,
 S. 灘tans lpgbr圭tt 株N型を除き, いずれの菌も蘇糖添加時に墾 らかなガラス壁付着を示 したが,
 特に S. m磁ans PK一ま株では著しい付着を示したことを認めている。 また菌体凝集試験では蔗糖
 添加時にいずれの菌株においても凝集がみ られることを観察 している。
 歯垢量については1978年に 石田等と共同で開発した方法, すなわちヨー ドチ ンキで染色 した面
 積を求める方法, を若干改良して用い, S. mutaps PK-1株単一感染マウスに50%蘇糖添加食餌
 を与えた群の4週か ら8 週における 付着物染色指数が最も 著 しかった事を確認 している。 さ らに
 50%ブ ドウ 糖添加食餌あるいは 50%果糖添糖食餌を与えた群では 50%蔗糖添舶 食鱈群よりも はる
 かに低い染色指数しか示さないことを観察している。 一方, 非感染群では固型飼料 (Fi) を与
 えた群とF1 に・藤糖添加食餌を与えた 群との問には 染色指数に差がないことを確認している。
 そして S. mutans iO2-2株あるいは S. sai三var重us 単一感染群では S. muta薦 PK-i株単一感
 染群と比較 して著しく 低い染色指数を示 したことを観察 している。
 口腔内全歯面に付着する生菌数に関しては S. mutans PK-1株単一感染マウスの灘糖添加群に
 おいて4週以後の測定で湿重量i3当りの試料中 1.0× 工ぴ～3. i×10マ, ブ ドウ糖添加群では i. 2×
 106 ～3.5x 106, 果糖添加群では1.0× 105～2. 4× 106個とほ ぼ同程度の値を認めている。
 これらの結果は無菌マウスを用いて 単一感染系を作製し食餌中の蘇糖に依存する 歯垢形成を定
 量的に観察する方法を 確立 したことを示している。 このような実験系で得 られた 歯勇付着量とガ
 ラス壁付着性, 凝集能との関連性, あるいは歯数の経時的動態など本論文には多くの新知見が記
 されており, 歯垢付蒼機構を解明する上で寄与する所大である。 よって本論文は学位授与に値す
 るものと認める。
 一2i一
